
Title Synonymity考

Author(s) 西川, 盛雄

Citation Osaka Literary Review. 1971, 10, p. 1-15

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/25742

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



'

・Synonymity・ 考

西 川 盛 雄

:1

一Lぶ ∵ζ「.1二『、・.馳一.こ.一 幽・;肭 ・ 一

、.本稿 はsynonymityに 関・す る私 な り.の覚 え書 きであ る。

言語 は 三つ顔の もってい る。例 えてい えぱ阿修羅像 のよ うな も〃)で,一

つ 一つの顔 は切 り離 せないで,三 つ の顔 瓜一体 とな一っては じめてtota1な

..もの とし・ての阿修羅像 か成 り立 っているので ある。 この三つ の顔 とは言語

の 場合鐸 音 声 と統語 と意味 であ る。 そし て そ れ ら は そ れ ぞ一れ の 溝 造

(structure)を 持 ってい るのである。 ∴..・.r-.ち

さて本稿 の目的 は具体 的に.synonymityを 考 えてい く中で意味 の側 面

を少 しで も垣 間みていこ うとす るこ となのである。 ヨ;

『
㌦ 尸 ,齟 ・し 亜 『.7.

Synonymityは こ こで はSynonymyと もいわ れOED,WEDに おい

て それ ぞれ 次の よ うにdefineさ れ てい るところの ものである。

OED (Synonym) 

Strictly, a word having the same sense as another  (in the same 

language) ; but  more usually, either or any of two or more 

words (in the same language) having the same general sense , 

but possessing each of them meanings which are not shared 

by the other or others, or having different shades of meaning 

or implications appropriate to different contexts ; 

WED (Synonimous) 

 Capable  of being substituted for another word or expression



,
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in a statemeent without essentially changing the statement's 

meaning

そ れ は 叉 同 時 に 英 語 学 辞 典(研 究 社)に お い て は 下 記 の よ う に ま と め て

.説 明 さ れ て い る と こ ろ の も の で あ る 。

「一 言 語 に お い て 互 い に 同r又 は 近 ・似 の 意 義 を もつ 語 を い ・う。 類 語 に

は い ろ い ろ の 程 度 が あ る 。」.,..、.

さ てsynonymityを 真 摯 に 考 察 し て い く上 で ま ず わ れ わ れ の 興 味 と も な

、り,頭 を 悩.ま す 問 題 は 究 極 の と こ ろ,synonymity9)有 無 に つ い て の 問 題

で あ る 。 果 し てsynonymityは あ る の か な い の か,あ る と す れ ば ど うい

うか た ち で あ る の か 。 な い な ら ば そ の 根 拠 は 何 か?い ま こ れ を更 に 進 め

て い け ばsynonymityのdefinitionは 何 か と い う問 題 に ぶ つ か る で あ ろ

う。 、.、_,.二.

こ の 問 題 に 悩 ん で 論 理 実 証 主 義,数 理 的 形 式 論 理 学 の 助 け の 下 に た ど り

つ い た 一 つ のdefinitionを;こ に 一 つ 示 し て お こ う。BensonMatesは

古 典 的 な 論 家 、Synonymityの 中 で 彼 は こ うい っ て い る 。

Accordingly,Iproposethefollowingstatementasacondition

ofadequacyfordefinitionsof"synonymity"andasaguidefor

conductingresearchtodeterminewhichexpressionsareinfact

synonymousforgivenpersons:Twoexpressionsaresynonymous

inalanguageLifandonlyiftheymaybeinterchangedineach

sentenceinLwithoutalteringthetruthvalueofthatsentence.

(イ タ リ ッ ク体 原 文)

し か し 問 題 をinterpretationに よ るtruthvalueの 問 題 に 帰 し て し ま っ て

問 題 は 解 決 す る と い う の だ ろ う か 。truthvalueはbelief-contextに お

け るpropositionalsentellceのlogicalobjectivityに 関 わ る 問 題 で あ

る 。 そ の 時 のpropositinalmeaningは 概 レ て 論 理 記 号 を 用 い て 形 式 化 す
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るこ とか 可能 の もので ある。例 えば次 めよ う.なもの である。

1.:(幻(Px⊃Qx),∂x(Px⊃Qx)

-2 .Pa

3.Qa

P.Qは 性 質,様 態 などを示 し,aはxがspecifyさ れ た特定 の対象 であ

る。 一.一

さてこ こにおけるtruthvalueはpropositinalmeariugに 関与 する

もの であ る。 ところかsynonymityは 叉1exicalmeaningの 問 題 で もあ

るの であ る。 む しろlexicalitem同 志 のsynonymityか 第 一義 的に問題

に なる ものである といえよ う。 更 にMatesの"withoutalteringthe

truthvalueofthatsentence"と い うところ も問題 に しなけれ ばならな

いであろ う。

いずれ に して もsynonymityのdefinitionを め ぐってその有無 を言 っ

ていたの ではへた をすれば不毛 な循環論 を繰 り返 すたけたろ う。、この迷 路

か ら脱す るには言語の本質的側面 を抑 えなから,人 間の認識構造のあ り方

にまで問 題意識 を広げ,そ こを立 脚点に してことを論 じなければ ならない

で あろ う。

皿

われわ れの周 囲の現 実世界は豊 富であ り常に運動,変 化 してい る。更 に

それ は無限 の多様性 を もち,人 間の 五感(thefivesenses)の 能 力,認 識

能力 などではと うてい一度 に捕 えきれない ものがあ る。しか し現実 世界(物

象,事 象)は 人間 の認識 において把握 され,そ の時から現実世界 との交渉

が始 まるのであ る。 さて現実世界 の物象,事 象 の豊富 さは同時に人間の認

識 の豊富 さ,従 って人 間の認識構造の複雑 な多様性 に連 なる。厳密には,

外 界 からの刺激 を受容 し,神 経系の大脳皮質部の機能 を基礎に して,概 念

形成過程,表 象過程,更 には情緒過程 などにおいて,feedbackを 通 して

一つの 皿entaldevelopmentと しての認識 過程 が豊 かに形成 されてい く
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のであ る。 さてこの認識 過程 の豊 富 さは その 理性 的側 面 も,感 性的 側面 も多

何らかの具体 的な表現行為 に よって外 化,実 現 されては じめで,人 間 関係

の中で客観性 を もった ものになるのである。 その 「具体 的な表 現行為 」の

一つ に 「言語表現 」があるのである
。

現実世界の物象,事 象 の豊富 さ,従 って認識過程の豊富 さは更 に言語 表

現 を豊富 な ものに しないではおれない。実際,物 象,事 象 の総体 であ る現

実世界(theouterworld)を 厳 密に捕 えて表現 していけば,そ の 表現行

為に おける言語形式 の多様性 はず い分複雑 な ものになって くるのであ る。

Synonymityも こ の間の事清 と無 関係 ではない。微妙 に じて繊細 な差 異

を内包 しなか ら,類 似 した意味 内容 を もつ語 が多 く産 み出 されて くる こと

自体,言 語表現のexactnessやconcretenessな どの特長 においてご く自

然の ことである。そ こか ら諸 々のsynonymity現 象 か出 て くるの である。こ

の問題 は本稿 のmainpointと して次 のchapterか ら詳 述 してい くつ も

りである。

さて言語 は人 間の認識 構造の反映 であるか,そ れは相矛盾 した二 つの側

面の同時的存在 として常 に統一 されて,言 語 表現行為に おいて実現爆 れ る

とい う意味 において弁証法 的な ものであ る。 一方 は他方 の裏付 けな しには

あ りえず,そ の密接 な関係 は相互補完的,相 互媒介的 な もの で,両 者 は互 に

豊 かに成長 していかん とする ものであ る。 その二 つの側面 とは,基 本的に,

大 き く,F.deSaussure流 に は,よ く知 られ てい る。langue的 な 側面

とparole的 な側面 である。 叉deSaussureの よ うに知識体 系 としての

langueで は な く,chomskiansに よれば,facultedelangageと い う概

念に おい てco皿petenceに うらずけ られたdeepstructureとmorpho-

phonemicfeaturesに 支 えられ たperformanceと してのsurfacestruc‐

tureと い うこ とに なる。叉deSaus.sureの 考 え方 を継承・してAddresser

とAddresseeと の 間の表現行為 その ものをcommunication関 係 におい

て切 り取 った形 では,R.Jakobson流 のcodeとmessageと い うこと
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Cにな る
。 齟 い 一

先 に述 べた'『synonymityの 有 無につ いてはへたに論議す るこ との不毛

さが ここ か ら説明 できるのである。

言語 をstat三c,叉 はstata1な もの として考 えた1angue叉 はcode

・のlevelで は た しかにsynonymityは あ りうる
。そして それはdictionary

'では一 つ 一つ の1exicalitemを み ていけばわ かるこ とであ る
。 例 えや

・contentwordで あれば
,te11/utter;cry/yell;blast/gust;sh三P/vessel;

silly/stupid;awfu1/horribleな ど かある 。functionwordで あ ればa/an,

about/around,some/any,if/whetherな ど か考 えられる。

ところ がdynamicな 叉 はchangeableな,あ るとき,あ る ところで

あ る人が た ず一回的 な意味において行 為 と し て 表 現 し たparole(又 は

message)の1eve1で は,厳 密 には同 じ意味において別々の2つ 以 上の語

や成 句(idiOms)か 用 い られ るとい うことはあ りえない 。時間 も場所 も一

定不 変で はな く,話 者 の心理状 況 も異な り,一 刻 と してすべ てのcontext

か 同 じで あ るとい うことはあ りえないか らで ある。 この1evelで は従 って

synOnymityと い うことは厳密 には成立 しないの である。

問題 は,こ こでは,synonymityの 有 無 その もの を観念的 に,不 毛に論

ず るよ りも;既 述 した よ うに,言 語の本質 的な矛盾 の二 側面 を抑 えなから,

langueの 探 求の一環 としてsynonymityを ど う捕 えてい くかとい うとこ

ろにあるのであ る。

w

synonymityに は大 き く二 つに分 けて考 えることか である。下記の通 り

で ある。

(1)類 似 した ものの相違

② 相達 した ものの類似

11)類 似 したものの相違
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これ は元来類 似 した語 であった ものか多少 のnuanceの 相 違 を含み っ ㌦

もsynonymityを 形 成 して.いる場合で ある。 つま り日本語 に訳 した場合

には二 つの語は第1義 的 には同 じような意味 にな り,r両 者 は しば じば 混 同

して用 いられ るよ うな場合か これ である6'そ してわれわれが普通,'syno-

nymityと い う語 を多 く用い ているところの もの である。若 干例示す れば

次の よ うに なるであろ う。

①content'wordの 場 合 髄'

 Noun : theory/hypothesis trap/snare/pitfall writer/novelist 

         fog/mist blast/gust 

 Verb : say/utter/state cry/yell eat/take fire/dismiss fix/settle 

          have/possess 

 Adjective  : rapid/quick/swift clever/ingenious calm/tranquil/ 

            guiet silly/stupid 

Adverb : entirely/wholly awfully/horribley hard/earnestly 

             exceedingly/extremely

'.②f
unctionwordの 場 合

Article : a/an 

Preposition :  about/around on/upon 

Auxiliary  : will/shall may/can 

Pronoun : some/any one/you 

Junction  : if/whether but/however

その他 例えば一つの語 とidiomと の くみ合わぜ でpostpone/putoff・

must/becompelledtoな どについて もいわ喚るsynonymityか あ るわ

であ るけが ここで はお もに ① 又 は ② を注視 しておきたい。'こ の 種 の・

synonymityで は後 に述 べるよ うな 「類推」能力∫むっとい えば言語表現に
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特有 なas-ifabilityか 働 いて いない場合 であ`る。

② 相違 した ものの類似

ここで一 つの仮 説 をた てておかなければなら ない。 それは人間ばas-if

abilityを もってい るとい うこ とである。言語 を考 えてい くとき,い や し

くも表現 の 問題 を深 あ七ぴ こ う國とす るならばimaginationて 構 想力)め 問

題 を抜 きに して考えてい くことはでき ない。 イン ドの カン ト的観念論哲学

者N.V.Banerjeeも 言 語 を通 して人間 を考 えてい くとき,人 間OJimagi‐

nation形 成 の側面 に重 点をおいてい るし又 そのこ とは正 しい指適 で も あ

る。

この能力 は又別に類 推能力,又 は観念 能力 とい って もいいだ ろ う。いず

れに して もわれわれのimagination(構 想 力)は 一つの類 推に よって全 く

異質 の別の種類 の二 つの(又 は それ以上)の ものを丁 つに闘係ぢける もの

なのであ る。 われわれ は これを一般 にmetaphorと かpersonificationと

呼 んでrhetoricalexpressionと して老え るみであ るが,synonymityの

場合 もこのas-ifabilityに よ っで 「相違 した ものの類似 」 とレて成立 し

て くるの である。 この種 のsynonymityで は二 つ(又 はそれ以上)の 語

の第一義的 な意味 は何 の関係 も直接には もってはいない。 ところがas一 三f

abilityに よ るimagination(構 想 力)に よって一方が他方 のsynonymity

と して機 能 して くるのである。

例 えば元来sunshineとZoverは 意 味論 的にも語源的 に も何の特別 な関係

もないもので ある。前者 は第m的 には"theshiningofthesun"(ACD)

で あ り,後 者 は``onewhoisinlovewithapersonoftheopposite

sex"(ACD)で あ る。 ところがpopsongな どで もしば しば用 いられ る

ところであるが,sunshineはloverのmetaphoricalexpressionで あ

る。 つま り両者 は ここでい う「相違 した ものの類似」に おけるsynonymity

を形 成 してい るの であ る。 例 には1eader/head,king/crown,stony%
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hard/unfeelingな ど をmえ れ ばよいであろ う。

Y

さて前章 で は大 き くsynonymityを .2つ に分 けて考 えてみた。 これは

ユexicalmeaningの 側 面におけ る分け方であ る。mつmeaningに お い

ーてはpropositionalmea
ningの 側 面 もある。 意味 のこの両側面 は切 り離

して考 え るこ とは でき ない。 ここでは今1exicalmeaningの 側 面に『spot

齒を あてて考えてい
ってみ よう0

一 つのlexicalitemは そ の内にいろいろのfeaturesを 含 んで
,例 え

ばpolysemyと い われ るよ うな現象に おい て意味がtota1な か たち で成立

している。 今 この1exicalitem『 をXと して考 えてみ るとその全体 の意 味

領 域L(semanticfield)を 下記 の よ うに記 す ことができ る。

Xの(叉 はYの)

semanticfield

さて,こ の1exicalitem文 は具体 的にはいろいろの元(elements)か

ら成立 してい る。 つ ま りXは い くつかの元(x、x2x3…Xn)の 総 体 として

成立 してい るもの なの であ る。

'今 別 のlexicalite
mYを 考 えてみ ると,Yも 本質 的には上 図 と同 じよ

うに描 くことがで き,そ れ はい くつ かの元(yly2y3…y。)の 総体 として

成立・しでい る もの であ る。 ・ .一

さ『てこ こで,1exicalitemsX,.Yのsynonymityは 両 方 〃)semantic

fieldの 重 なった部分,つ ま り共 通元 として図示 す ることができ る
。 つ ま

り下記 の図に おけ る斜線部 と して共通元,従 ってsynonymityの 領 域 を
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図示する ことができる6∵

ま 蓮1し,.

さ てlexicalitem「XYの 元(elements)を 数 式 化 して整理 してみ ると,

次 の よ うになる。

x1° °

Σ(X、 、,X、2,Xi3f"'Xin)
X2n=1

X.Xg'1i1=1,2,3ヂ ーm,

iz=1,2,3,...m,

Xa

Yi

Y2

Yy3

Ya

　
Σ コ(yi1,yi2,yi3,・-yin)
n=1

it=1,2,3,...m

iz=1,2,3,...m

そ こ でXとYのsynonymityと は こ の 元(elements)の 内Xq≡yjと な

る そ うい う元Xi,yjの 有 無 を 求 め こ れ を具 対 的 に 説 明 す る と い う こ と に

な る の で あ る 。_

班 ・..一"

こ こ で 一 つ のsuggestionを 与 え て く れ る の はKatz,Fodorの 古 典

的 論 文1'heStructure・ofa.SemanticTheory°(1963)で あ ・る 。 彼 ら は

semantictheoryに つ い て は2つ のcomponentsが あ る こ と を 説 明 し て

い る 。 一 つ は'.dictionary今 一 つ はasetofprojectionrulesで あ る 。

そ し て 特 にsynonymityに つ い てsensecharacterizationofalexical

itemの 問 題 と し て 次 の よ う}こ い っ て い る こ と は 示 唆 に 富 む 意 見 で あも 。'
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 Therefore, the information about synonyms which a dictionary 

must provide can be given solely in  -terms of sense—characteri— 

zations but not vice vevsa. In perticular, two lexical items have 

n—synonymous senses if and only if they have n—paths in common , 

and two lexical items are fully synonymous if and  only if they 

have identical entries,  i .  e.  ,  every path of one is a path of the 

other.

(イ タ リック体,原 文)

こ こでい うidenticalentriesが 本 稿 でい う共通元 とい うこ とになるわ け

なのである。

ロ

例 え ばIexicalitemがnounの 場 合 とverbの 場 合 に 分 け で 考 え て い

っ て み た い 。

(1)doll,puppet

両 者 のsemanticfieldをX,Yと す る と こ の 両 者 の 共 通 元 が わ れ わ れ

の 考 え るsynonymityで あ る 。

今X(doll)の 元 は(xlx2…x。),Y(puppet)の 元 は(yly2…y。)と:考

え る と 両 者 の 共 通 元(synonymity)を 探 る に は そ れ ぞ れ のsemanticfield

を解 体 し て具 体 的 に 両itemsのsemanticfeaturesを 明 示 し な け れ ば な

ら な い6こ こ でdictionaryentriesを 検 討 し て い く こ と に な 為 の で あ

る。 例 え ばdo11とpuppetの 場 合 は 次 の よ う に な る 。
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doll

 doll_

Noun

Human

Ca.  -a  young woman with 

  pretty babyish face and 

  often frilly clothes that 

  is sometimes feather-rained, 

  frivolous or giddy]

Human

Ca. a small-scale 

  human being 

b. puppet]

figure of a

 puppet

puppet

Noun

 (1-  Human

Ca. a vain gaudily 
  dressed person 

 b. one whose acts are 

  controlled by an outside 

  force or influence]

  Human

Ca. a small-scale 

  human or other 

Cb. idol, doll]

figure of a 

living being



Z2

こ の2つ のdiagramに よ っ て 少 く と もlangueの レ ベ ル に お い て は

<‐human>のfeatureに お い てdollとpuppetはsynonymityを 形 ・

成 して い る の で あ る 。 さ て 両 者 のsemanticfield鹽 を描 い て み る と 次 の よ

う に な る。

doll puppet
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ここで両者 の共通 元 としてsynOnymityを 形 成 してい る様子 を描 くと次

の よ うにな る。

doll puppet

　 (2)　 scream,　 shout

　考え方は(1)の場合 と同様であるがここではverbに ついて若干述べてみ

たい。

　 まずscreamのverb特 にintransitive　 verbのdistinguisherはWED

に よ ると次 の ごと くである。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご

1  a. to voice a sudden sharp lound cry 

 b. to produce harsh and unpleasant  high-pitched musical 

       tones
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 9. to make an  outburst, of noise  =resembling  a scream ;. 

      to move with a screaming  :sound 

2 to speak or write with expressions  of intense  •  hysterical 

     emotion 

   to make violent protestations or demands 

3 to produce a vivid, blatant  or  -startling effect like a scream.

これは又 同時に次のdiagramのDな る個所の具体的な説明でもあるの

で あ る。..

Scream

Verb

/＼
V・ ・b(・ ・)・Verb(i…)ド

CDC

そ して この1exicalitemの.semanticfieldを 示 ぜば・Viに 焦点 を

合 わせば次 の よ うに なる。.

次 にshoutの 場 合Viに 限 ってそのdistinguishersをWEDに よ っ

て調べ ると次 の よ うに なる。 『.
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  1.  a: to utter a sudden lound  cry 

      b. to speak in a lound  voice 

  2.  a . to command attention as  if by shouting , 

         to be conspicuous 

 b. to issue publicity 

         to  make a  great to-do 

 3.  to treat a person  to  a,  drink. (Australia) , 

  4. to give expression to religious exstacy often in vigorous 

     rhythmic movements 

     to take part in a ring shout 

 5. to render the words of a song in a rigorous rhythmic recitative 

      manner

更 に こ のIexicalitemのsemanticfieldをVintrに 限 っ て示 せ ば 次 の

ノ

よ うに考 えるこ とができ る。

そ こ で2つ のlexicalitemsscreamと
:shoutの 共 通 元 と し てsynonymity

を 図 示 し て 示 せ ば 概 略 次 の よ うに な る で あ ろ う。
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聖∫..幽 二,、.臼 顎..ナ が'一「

Synonymityを め ぐる問題 は意味の本質に入 りこんでいか ざるをえない

であろ う。 本稿でなsynonymityの 有 無 をめ ぐっての前半 の考察 を背景

に して,① 類似 した ものの相違 に よるsynonymityと ② 相違 した ものの

synonymityと い ういい方 で人間 のas-ifabilityへ の 言及 も加 えて意味

形成 の一 側 面について触れてみたつ も りである。後半 では具体的 に調べた

.ものの内,紙 面の都 合 で,.二 つの例を出 してそれぞれ のdistinguishers

の 共 通 な もの(共 通元)の 照 合においてstatic"はstatalなlangue(又

はbode)のIevelに お けるsynonymityの 説 明 を行 なってみた。.

紙面 が限 られてお り,調 べ て述べ るべき ことが多いが,基 本的に私 な り

のsynonymityの 考 え方 だけ報告 して筆 をおきたい と思 う。

.(1971,4,25)


